
炎症性腸疾患（IBD）専⾨外来のご案内 
当院では、炎症性腸疾患（潰瘍性⼤腸炎・クローン病）に対する専⾨的診療体制を整備
し、地域における IBD 診療の拠点として IBD 指導医・専⾨医による専⾨外来を設置いた
しました。 
 

担当医 
岩本 淳⼀（消化器内科・内視鏡センター 教授） 
・⽇本炎症性腸疾患学会 IBD 指導医・専⾨医 
・⽇本カプセル内視鏡学会専⾨医 
・IBD に関する臨床研究に携わる 

 
診療体制の特徴 

 専⾨医による包括的診療 
潰瘍性⼤腸炎・クローン病に対して、⻑期管理と治療強度調整を実施。 

 カプセル内視鏡・バルーン⼩腸内視鏡検査 
⽇本カプセル内視鏡学会専⾨医が検査を担当いたします。 

 先進的治療の導⼊ 
⽣物学的製剤・JAK 阻害薬・新規治療薬を適応に応じて選択。 

 モニタリング体制 
⾎液検査・便中バイオマーカー・⼤腸内視鏡検査による客観的評価を実施。 

 多職種連携 
栄養⼠・薬剤師・外科と協⼒し、外来から⼊院・⼿術まで切れ⽬のない医療を提
供。 

 臨床研究・学会発表 
最新エビデンスに基づき、国内外の学術活動にも積極的に参画。 

 
ご紹介いただきたい患者さん 

 IBD と診断された新規症例 
 標準治療に抵抗性を⽰す症例 
 ⽣物学的製剤や新規治療薬の導⼊を検討している症例 
 妊娠を希望される IBD 患者の治療⽅針相談 
 精密内視鏡検査・サーベイランスを要する症例 

 
外来情報 

 担当医：岩本 淳⼀（教授／IBD 指導医・専⾨医） 
 診療⽇：⽉曜⽇・⽊曜⽇ 午前・午後（予約可、予約外受診でも診察可） 
 ご紹介・お問い合わせ：地域連携室 029-887-1161 

 


